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日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
我
が
国
農
業
へ
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
は
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
メ
キ
シ
コ
等
と
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
締
結
し
て
い
る
が
、
世
界
有
数
の
農

業
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
も
、
同
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
以
下
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。
）
締
結
に
向
け
、
現

在
政
府
は
交
渉
を
続
け
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
交
渉
は
ど
の
様
な
進
捗
状
況
を
見
せ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

そ
も
そ
も
政
府
が
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
交
渉
を
始
め
た
経
緯
を
時
系
列
に
明
示
し
、
並
び
に
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
が
我
が
国
に

も
た
ら
す
と
政
府
が
想
定
し
て
い
る
利
益
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

我
が
国
は
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
メ
キ
シ
コ
等
の
国
家
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に

つ
い
て
は
、
牛
肉
や
乳
製
品
、
小
麦
、
大
豆
、
砂
糖
、
米
等
の
我
が
国
の
重
要
品
目
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
農
産

物
が
重
複
し
て
お
り
、
仮
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
重
要
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
我
が
国
国
内
の
農
業

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
他
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
と
は
、
我
が
国
国
内
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
異
な
る
と
思
料
す
る
。
ま
た
、
日
本
全
国
各
都
道
府
県
の
中
で
も
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
に
よ
っ
て
最
も
大
き
な
打
撃
を

受
け
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
北
海
道
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
に
北
海
道
庁
が
行
っ
た
試
算
に
よ
る
と
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ

一



Ａ
」
締
結
に
よ
り
北
海
道
経
済
は
関
連
産
業
全
て
含
め
て
約
一
兆
三
千
七
百
十
六
億
円
の
損
失
を
出
し
、
農
家
戸
数
も
二
万

一
千
戸
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
道
内
総
生
産
も
、
一
九
九
七
年
の
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
時
を
上
回
る

四
�
二
％
の
減
少
を
見
せ
、
関
連
産
業
で
四
万
七
千
人
、
離
農
す
る
農
家
も
含
め
る
と
八
万
八
千
人
の
失
業
者
が
出
て
、
道

内
完
全
失
業
率
は
八
�
五
％
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
は
我
が
国
国
内
に
多
大
な
不
利
益
を

及
ぼ
し
、
我
が
国
農
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
が
、
右
に
対
す
る
政
府
の
認
識
如
何
。

四

現
在
政
府
、
特
に
農
林
水
産
省
は
、
我
が
国
の
食
料
自
給
率
に
つ
き
、
二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
四
十

五
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
七
十
六
％
ま
で
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
一
方
で
麻
生
太
郎
内
閣

総
理
大
臣
は
、
本
年
九
月
二
十
九
日
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
「
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
食
料
自
給
の
重
要
さ
を

改
め
て
見
直
す
こ
と
が
、
第
一
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
給
率
を
目
指
し
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
右
は
食
料
自
給
率
の
政
府
目
標
を
変
更
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
。

五

「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
は
、
食
料
自
給
率
の
政
府
目
標
達
成
に
資
す
る
も
の
か
。
政
府
の
認
識
如
何
。

六

「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
つ
い
て
、
政
府
部
内
で
、
例
え
ば
農
水
省
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
等
、
各
省
庁
間
で
意
見
の
相
違

が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
。

二



七

一
般
に
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
締
結
に
よ
る
利
益
の
み
な
ら
ず
、
締
結
す
る
国
家
間
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
等
へ
の
相
互
理
解
、
信
頼
関
係
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
が
科
学
的
見

地
に
立
っ
て
行
っ
て
い
る
調
査
捕
鯨
活
動
を
野
蛮
な
行
為
と
み
な
す
意
見
が
閣
僚
内
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
我
が
国
に
対
す

る
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
同
国
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
進
め
る
こ
と
は
、
三
で

述
べ
た
経
済
的
打
撃
か
ら
鑑
み
て
も
、
我
が
国
の
国
益
に
と
っ
て
得
る
も
の
よ
り
失
う
も
の
の
方
が
遙
か
に
大
き
い
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


